
始業式の話 

「三日坊主」でもいい 

校長 加納 一好  

 

おはようございます。令和８年度を迎えました。 

明日６日に入学式があり、９９名の新入生を迎え、合計３２３名で令和８年度、

上原中学校の８０年目がスタートします。今年度は、次の教育目標のもと教育活動を

展開していきます。  

一人一人の個性や能力を生かす生徒主体の教育を推進し、凜として気品のある、他

とともにより良く生きる、自ら学び、未来を創造する生徒の育成を目指して、次の

目標を定める。 

○ 自主・自律    ○ 共生   ○ 未来の創造 

「自主・自律、共生、未来の創造」の３つの目標はかわりませんが、前文に「生

徒主体の」と「自ら学び」の文言を加えました。生徒主体の学校づくりと自ら学ぶ

探究学習を推し進めていきます。また、私はこの前文の中でも、「凜として気品のあ

る」という文言が好きです。かっこいいですね。本校にふさわしいと思います。

「凛」を調べると、「態度や姿がキリッとしていて、頼もしさや気品を感じさせる様

子」とあります。皆さんには、そのような人になってほしいと思います 

 さて、この頃「三日坊主」という言葉が気になっています。やり始めて長続きしな

いことを「三日坊主」と言いますが、「三日坊主」でも、何もやらないよりはいいと

思います。皆さんも新学年になり、新しい目標を定め、そのための努力を始めたと思

います。ただ、その努力が続かないこともあります。「三日坊主」です。三日間で終

わってしまったと考えるか、三日間頑張ったととらえるか、私はよく頑張ったと思い

ます。続かなくなったらやり方を変えればいいのです。大切なことはチャレンジする

ことです。よくないのは何もしないことです。まずは”Let’s try.”です。 

 「三日坊主」でも構わないので、目標を定め始めましょう。そして、充実した１年

にしましょう。 


